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第
54
回
宮
城
県
芸
術
祭
の
開
会
式

は
、
9
月
22
日
午
前
９
時
45
分
か
ら
、

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
五
階
の

書
道
展
会
場
前
で
行
わ
れ
た
。

　

式
に
は
主
催
七
団
体
の
宮
城
県
芸

術
協
会
、
宮
城
県
、
仙
台
市
、
河
北
新

報
社
、
宮
城
県
教
育
委
員
会
、
仙
台

市
教
育
委
員
会
、
宮
城
県
文
化
振
興

財
団
を
は
じ
め
、
助
成
・
協
賛
・
後

援
各
団
体
の
代
表
と
来
賓
、
芸
術
協

会
役
員
、
会
員
ら
が
多
数
出
席
し
た
。

　

芸
術
祭
会
長
の
大
場
尚
文
芸
術
協

会
理
事
長
は
、
開
会
の
あ
い
さ
つ
で

「
第
54
回
芸
術
祭
で
は
、
は
じ
め
て

の
試
み
と
し
て
共
通
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
芸
術
祭
に
新
た
な
魅
力
を
付
加

す
る
と
と
も
に
、
県
民
に
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ
と
と
し
た
。

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
『
結
い
』
で
、

各
部
門
、
各
会
員
が
こ
の
テ
ー
マ
を

い
か
に
解
釈
し
、
ど
う
表
現
し
て
く

れ
る
か
期
待
が
膨
ら
む
」
と
述
べ
た
。

　

第
54
回
芸
術
祭
は
、
9
月
17
日
の

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
に
よ
る

ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
を
皮
切
り
に
、
9

月
22
日
か
ら
の
華
道
、
書
道
、
工
芸
、

写
真
、
彫
刻
、
絵
画
の
六
展
示
部
門

の
作
品
展
お
よ
び
絵
画
・
彫
刻
・
写

真
の
公
募
展
、
10
月
4
日
・
5
日
の

文
学
散
歩
、
10
月
8
日
、
15
日
、
22

日
の
茶
会
、
10
月
15
日
の
長
唄
演
奏

会
と
文
芸
年
鑑
発
行
、
10
月
21
日
の

文
芸
祭
と
、
各
事
業
が
順
調
に
進
捗

し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
写
真
展
で
は
、

第
41
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

「
み
や
ぎ
総
文
２
０
１
７
」
に
参
加

し
た
宮
城
県
内
の
高
校
生
の
作
品
が

会
場
内
の
高
画
質
モ
ニ
タ
ー
で
紹
介

さ
れ
、
注
目
を
集
め
た
。

　

ま
た
、
9
月
23
日
に
は
、「
結
い
」

を
テ
ー
マ
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
、
第
54
回
宮
城
県
芸
術

祭
を
強
烈
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

さ
ら
に
、
芸
術
祭
参
加
行
事
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
仙
台
三
曲
協
会
定
期
演

奏
会
、
洋
舞
公
演
に
加
え
て
、
今
回

か
ら
（
公
社
）
日
本
舞
踊
協
会
宮
城
県

支
部
各
流
舞
踊
公
演
が
加
わ
り
、
よ
り

内
容
豊
か
な
芸
術
の
祭
典
に
な
っ
た
。

　

今
後
の
事
業
と
し
て
は
、
10
月
31

日
の
音
楽
会
、
11
月
14
日
の
表
彰
式

を
経
て
、
来
年
2
月
18
日
、
3
月
18

日
に
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
予
選
、
本
選

を
実
施
し
、
芸
術
祭
を
終
了
す
る
。

　

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
今
回
か
ら

新
た
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
部
門
を
加
え
、

幅
広
い
分
野
の
人
材
育
成
に
努
め
る
。

　

第
54
回
宮
城
県
芸

術
祭
の
表
彰
式
・
祝

宴
は
、
11
月
14
日

（
火
）
午
後
６
時
か

ら
開
催
さ
れ
る
。
会

場
は
今
年
も
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
仙

台
。
表
彰
式
で
は
、

芸
術
祭
展
示
部
門
及

び
文
芸
部
門
の
受
賞

者
に
賞
状
や
賞
品
が

授
与
さ
れ
る
ほ
か
、

当
協
会
の
華
道
・
邦

楽
・
洋
楽
・
茶
道
部

門
の
功
績
者
が
表
彰

さ
れ
る
。
ま
た
、
県
の
文
化
の
日
表

彰
の
受
賞
者
に
は
当
協
会
か
ら
記
念

品
が
贈
ら
れ
る
。

　

今
年
の
祝
宴
に
は
、
洋
楽
部
会
員

に
よ
る
フ
ル
ー
ト
、
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー

ン
、
ピ
ア
ノ
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏

で
始
ま
る
趣
向
を
凝
ら
し
た
演
出
も

あ
る
。
受
賞
者
や
功
績
者
を
囲
み
、

部
門
を
超
え
た
交
流
が
で
き
る
数
少

な
い
機
会
で
も
あ
り
、
多
く
の
会
員

の
参
加
が
望
ま
れ
る
。
会
費
は
６
千

円
で
、
当
日
会
場
で
の
納
入
と
な
る
。

参
加
希
望
者
は
11
月
７
日
（
火
）
ま

で
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
（
題

字
下
参
照
）
で
芸
協
事
務
局
へ
。

11月14日（火）に表彰式
今年もホテルメトロポリタン仙台で

第54回宮城県芸術祭

「結い」を共通テーマに催行
＝オープニングイベントで強烈にアピール＝

主催団体の代表者によるテープカット

「みやぎ総文2017」参加写真も紹介

公益社団法人
宮城県芸術協会

（郵便番号　980-0802）
仙台市青葉区二日町16-1

二日町東急ビル５- Ｂ
電　話　 （022） 261－7055
ＦＡＸ　 （022） 214－5184
E-mail:miyagi-geikyo@sunny.ocn.ne.jp
発行者　　大　場　尚　文

　題号の背後にある芸協の
シンボルマーク「雲」は、様々
な分野の芸術家達がふんわ
り集まり、巻雲のように盛
り上がって纏まった姿を表
す。創設当初の理事安倍郁
二氏によるデザイン。
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第
54
回
宮
城
県
芸
術
祭
で
は
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て

共
通
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
、
開
会
式
翌
日
の
9
月
23
日
、

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
一
階
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア

で
「
結
い
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
二
部
構
成
で
、
多
く
の
部

門
が
参
加
し
て
県
民
に
芸
術
祭
の
魅
力
を
強
く
ア
ピ
ー
ル

し
、
各
事
業
に
よ
り
多
く
の
来
場
を
促
す
の
が
ね
ら
い
。

　

第
一
部
は
秋
の
花
材
を
生
け
込
む
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

バ
ッ
ク
に
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、尺
八
、十
七
弦
筝
の
ト
リ
オ
、

ピ
ア
ノ
と
尺
八
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
演
奏
と
揮
毫
。
書
道
、
華

道
、
洋
楽
、
邦
楽
の
四
部
門
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
出
し

合
い
、
見
事
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
た
。

　

第
二
部
は
邦
楽
と
日
舞
の
饗
宴
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
9
月

5
日
に
大
邱
で
行
っ
た
交
流
公
演
の
再
演
で
、
伝
統
的
な

三
曲
の
音
色
と
日
本
舞
踊
に
会
場
は
更
に
華
や
い
だ
。

　

客
席
は
報
道
な
ど
で
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
知
っ
た
来
場

者
で
す
ぐ
満
席
と
な
り
、
普
段
見
る
事
の
で
き
な
い
芸
協

な
ら
で
は
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
見
入
っ
た
。

　

当
協
会
と
韓
国
大
邱
芸
総
と
の

２
０
１
７
年
度
交
流
事
業
が
、
9
月

5
日
、
大
邱
文
化
芸
術
会
館
で
開
催

さ
れ
た
。
訪
問
団
は
、
大
場
尚
文
理

事
長
を
団
長
に
、
出
演
す
る
邦
楽
部
、

舞
踊
部
門
の
12
名
と
雫
石
隆
子
執
行

理
事
、
白
鳥
良
一
事
務
局
長
の
15
名
。

こ
の
交
流
事
業
は
、
来
年
の
仙
台
で

の
開
催
で
終
了
す
る
た
め
、
大
邱
で

の
開
催
は
今
回
が
最
後
と
な
る
。

　

北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
な

ど
緊
迫
し
た
情
勢
下
で
の
訪
韓
で

あ
っ
た
が
、
前
夜
遅
く
ホ
テ
ル
に
到

着
し
た
訪
問
団
を
、
柳
瑩
佑
会
長
ら

大
邱
芸
総
の
役
員
や
事
務
局
の
方
々

が
花
束
を
持
っ
て
出
迎
え
て
く
れ
、

心
の
こ
も
っ
た
歓
迎
ぶ
り
に
一
気
に

緊
張
が
ほ
ぐ
れ
る
思
い
で
あ
っ
た
。

　

今
回
は
両
国
の
伝
統
舞
台
芸
術
に

よ
る
交
流
で
、
午
後
七
時
半
に
開
演
。

当
協
会
の
演
目
は
、
日
本
舞
踊｢

藤

娘｣
｢

四
君
子｣

｢

神
田
祭｣

、
三
曲｢

松
上
の
鶴｣

｢

竹｣

、
三
曲
・
日
舞
に

よ
る｢

春
の
海｣

。
出
演
は
三
曲
の

佐
藤
皖
山
、
大
友
憧
山
、
宮
澤
寒
山
、

鈴
木
喜
千
恵
、
後
藤
喜
美
良
、
芳
賀

喜
恵
邦
、
田
村
雅
楽
徽
、
伊
勢
雅
之

園
、
日
舞
の
若
柳
梅
京
、
花
柳
寿
美

衡
、花
柳
優
和
沙
、花
柳
弥
菜
の
各
氏
。

大
邱
芸
総
の
演
目
は
、
大
邱
市
立
国

楽
団
に
よ
る
韓
国
舞
踊｢

扇
舞｣

、
白

景
祐
氏
主
演
の｢

僧
舞｣

、
国
楽
団
に

よ
る｢

民
謡｣

。　

　

当
協
会
の
舞
台
は
満
席
の
観
客
を

魅
了
し
、
曲
が
終
わ
る
た
び
に
客
席

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

今
回
の
公
演
で
は
、
会
場
入
り
口

と
舞
台
に
大
き
な
看
板
が
掲
げ
ら
れ
、

多
く
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
が
配
置
さ
れ

る
な
ど
、
随
所
に
大
邱
側
の
行
き
届

い
た
配
慮
が
み
ら
れ
、
柳
会
長
の
案

内
で
巡
っ
た
安
東
河
回
村
へ
の
視
察

と
共
に
、
心
に
残
る
交
流
と
な
っ
た
。

華やかにオープニングイベント

三
曲
・
日
舞
の
舞
台
に
大
き
な
拍
手公演終了後記念写真を撮る両国の出演者など

大
邱
最
後
の
交
流
事
業

「結い」を共通テーマに
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賞　名 部　　　門 作　　品　　名 氏　　　　　名
宮 城 県 芸 術 祭 賞 書 道 部 秋 望（漢 字） 渡　辺　楊　麗 （仙台市）

工 芸 部 菱刺し全通帯〔夕紅〕（刺 繍） あつみ　智　子 （仙台市）
写 真 部 荒 磯 竹 内 邦 昭 （石巻市）
彫 刻 部 秋 立 ち て 永　倉　香名子 （仙台市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 命 を つ な ぐ 冬 も の が た り 山 口 裕 子（山形県山形市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 生 命 譜 （2017.5） 渡 邉 昭 砆 （仙台市）
文 芸 部 二 輪 草（川 柳） 木　田　比呂朗 （塩釜市）

宮 城 県 知 事 賞 書 道 部 鶴 の 舞 い （近代詩文） 武 山 櫻 子（気仙沼市）
工 芸 部 鉄 絵 組 皿 （陶 芸） 岸　上　まみ子 （富谷市）
写 真 部 過 疎 に 生 き る 山 田 愛 子 （仙台市）
彫 刻 部 「 杜 の 風 」 2 0 1 7 山　中　ミサ子 （仙台市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 染 ま る 日 髙 橋 悠 華 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） ELEMENTS - 浮 遊・ 混 在 - 齋 藤 正 和 （仙台市）
文 芸 部 夕 映 え（ 詩 ） 佐 藤 達 男 （仙台市）
文 芸 部 新 緑 の ふ る 里（短 歌） 皆 川 二 郎 （仙台市）
文 芸 部 花 薊（俳 句） 堀 籠 政 彦 （塩釜市）
文 芸 部 記 憶 の 扉（川 柳） 佐　藤　　　明 （仙台市）

仙 台 市 長 賞 書 道 部 秋 の 夕 暮（か な） 木 村 錦 翠（東松島市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 気 配 中 邨 圭 子 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 湿 原 の 花 和 田 三 夫 （仙台市）

河 北 新 報 社 賞 書 道 部 響 －　　　17（墨 象） 藤 原 紅 雲 （色麻町）
工 芸 部 有線七宝合子「玉響」（七 宝） 松 本 幸 恵 （仙台市）
写 真 部 霧 氷 竹　内　加代子 （仙台市）
彫 刻 部 Ｓ Ｅ Ｔ Ｓ Ｕ Ｒ Ｉ 赤 井 靖 武 （塩釜市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 星 降 る 夜 に 髙　橋　美紀子 （名取市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 風 の 旋 律 佐 野 福 代 （仙台市）
文 芸 部 喜 び の ウ ェ ー ブ（短 歌） 山 室 久 子 （仙台市）

宮城県教育委員会教育長賞 書 道 部 自 燈 明（篆 刻） 高 橋 芳 琴 （大崎市）
工 芸 部 結 い - 友 と の 語 ら い -（染 織） 安　倍　まゆみ （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 瀑 柴　田　　　治 （仙台市）

宮城県教育委員会教育長特別賞 書 道 部 不 覊（少 字） 三　浦　八重子 （仙台市）
書 道 部 呉 稼 詩（漢 字） 小 元 佳 香 （大崎市）
工 芸 部 化 粧 泥 組 紐（陶 芸） 清　野　妃呂子 （仙台市）
絵 画 部（ 日 本 画 ） 鉄 塔 の あ る 風 景 小野寺　　　康 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） I am here 鈴 木 千 津 （石巻市）

仙台市教育委員会教育長賞 書 道 部 よ つ ば し ほ が ま（近代詩文） 鈴 木 承 琳 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 湧 き あ が る も の 加 藤 博 子 （岩沼市）

宮 城 県 議 会 議 長 賞 書 道 部 樹 雨（少 字） 金 濱 珀 燁 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 白 い 雲 に 誘 わ れ て 柏　谷　佳代子 （石巻市）

仙 台 市 議 会 議 長 賞 書 道 部 九 日 藍 田 崔 氏 荘（漢 字） 今 野 桃 生 （石巻市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 遙 か 小　野　由貴子 （仙台市）

公益財団法人宮城県文化振興財団賞 書 道 部 風 の 標（近代詩文） 若 見 苑 柚 （栗原市）
書 道 部 朱 茂 詩（漢 字） 吉 岡 芝 耕 （仙台市）
書 道 部 釣 鐘 池（近代詩文） 伊 勢 枝 香 （仙台市）
工 芸 部 窯 変 焼 〆 花 生（陶 芸） 笠　　　政　彦 （登米市）
写 真 部 伝説より蘇える祇園祭大船鉾 佐々木　純　市 （村田町）
絵 画 部（ 洋　 画 ） R E M E M B E R 「積」 安 達 吉 男 （仙台市）
文 芸 部 風 の 中 で（短 歌） 熊　谷　たかよ （登米市）

公益財団法人カメイ社会教育振興財団賞 絵 画 部（ 日 本 画 ） 遊 岩 渕 仁 子 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） ロ ー ド Ⅰ 山　並　　　進 （角田市）

菅 野 美 術 館 賞 彫 刻 部 静止 佐々木　莉　央 （仙台市）
門 伝 勝 太 郎 賞 書 道 部 偶 題 二 首（漢 字） 笠 松 鳳 響 （大崎市）

絵 画 部（ 洋　 画 ） 明 日 へ 其 田 マ サ （仙台市）
宮 城 県 芸 術 祭 奨 励 賞 書 道 部 謝 淞 洲 詩（漢 字） 石 井 秀 苑 （仙台市）

書 道 部 熱 （墨 象） 大 町 青 蓮 （大崎市）
書 道 部 ゆ め 紡 ぐ ゆ き（近代詩文） 木 村 笙 園 （大崎市）
書 道 部 今 年 よ り（か な） 佐 藤 孝 燁（大河原町）
書 道 部 凌 駕（少 字） 谷 津 昌 弘 （仙台市）
書 道 部 風 馳 雷 掣（篆 刻） 遊 佐 聖 心 （栗原市）
写 真 部 彩 雲 伊 藤 克 彦 （仙台市）
写 真 部 結 ぶ 庄　司　多賀雄 （岩沼市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） 時 空 へ の 想 い 畑 中 良 二 （石巻市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） ト リ 巻 く ト リ 帆 苅 清 治 （仙台市）
絵 画 部（ 洋　 画 ） ひとりじゃない 三 浦 頼 子 （石巻市）
文 芸 部 威 し 銃（俳 句） 山 本 一 史 （仙台市）

宮 地 房 江 賞 工 芸 部 つ な ぐ（皮 革） 佐 藤 美 喜 （仙台市）

第54回宮城県芸術祭受賞者（会員の部）
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部　　門 賞　　名 作 　 　 品 　 　 名 氏　　　名

絵 画 展 公 募 の 部

宮城県芸術協会賞 one  day  -  n o i s e  o f  t h e  c i t y  - 相　馬　　　亮 （名取市）
優 秀 賞 早 春 　 奥 入 瀬 原 内 義 晴 （仙台市）
優 秀 賞 調 和 ヘ の 歩 み　“ １ ７ -G 芳 賀 広 至 （亘理町）
奨 励 賞 17 × 17　松明消えて～蕪村の句の情景 木 下 典 子 （仙台市）
奨 励 賞 と ど き ま す よ う に 天 満 秀 人 （会津若松市）
奨 励 賞 A U G ・ ２ ０ １ ７ 阿　部　　　広 （登米市）
奨 励 賞 定 義 山 雪 景 色 中 井 一 彦 （仙台市）
奨 励 賞 希 望 の 詩 堀 内 洋 子 （利府町）
奨 励 賞 「 閉 じ て 開 く こ こ ろ 」 鈴　木　由美子 （仙台市）
奨 励 賞 部 屋 の 中 佐々木　捷　子 （美里町）

彫 刻 公 募 展 宮城県芸術協会賞 ｇ ｒ ｏ ｗ ｉ ｎ ｇ 中　村　たみ子 （石巻市）

写 真 公 募 展

宮城県芸術協会賞 化 身 佐 藤 一 之 （塩釜市）
宮 城 県 知 事 賞 海 辺 の 朝 丹 野 寛 志 （仙台市）
仙 台 市 長 賞 寒 中 み そ ぎ 庄 子 源 六 （仙台市）
河 北 新 報 社 賞 朝 の 偶 然 堀 江 孝 子 （仙台市）
宮城県教育委員会教育長賞 近 眼 の ひ な 人 形 髙 橋 明 秀 （仙台市）
仙台市教育委員会教育長賞 ハ レ の 卒 業 式 小松原　秀　樹 （仙台市）
宮城県議会議長賞 汀 山 内 則 義 （仙台市）
仙台市議会議長賞 孤 高 宮　崎　　　遼 （石巻市）

（公財）宮城県文化振興財団賞 後 姿 、 堂 々 熊 谷 一 夫 （仙台市）
大 崎 市 長 賞 雨 宿 り 小檜山　裕　行 （角田市）
優 秀 賞 釣 り 人 横　山　光太郎 （仙台市）
優 秀 賞 舟 っ こ 流 し 横　田　　　弘 （塩釜市）
優 秀 賞 眼 差 し 佐 藤 昭 夫 （大崎市）
優 秀 賞 湯 立 て 神 事 木 村 文 武 （多賀城市）
優 秀 賞 食 欲 の 秋 佐々木　和　美 （仙台市）
ニコンイメージングジャパン賞 雲 の 竜 巻 沖 田 捷 夫 （美里町）
堀 内 カ ラ ー 賞 和 の 嬌 艶 中　野　好太郎 （仙台市）
tcd 東北カラーデュープ賞 子 連 れ 踊 り 子 中 村 千 秋 （仙台市）

第54回宮城県芸術祭受賞者（公募の部）

第4回文芸作品公募入選者
一般の部

ジャンル 賞　　名 氏　　　名

詩
最優秀賞 菊田郁（登米市）
佳作 ほうき星☆（仙台市）

短歌

最優秀賞 氷室マユミ（仙台市）
優秀賞・宮城
県歌人協会賞

江口昭太郎（仙台市）

優秀賞 星野成子・田中勢津（仙台市）
佳作 伊藤勝（登米市）、沼澤由美・安部律・

佐藤啓子・三浦真弓・安齋えい子（仙
台市）

俳句

最優秀賞 冨士勝子（仙台市）
優秀賞・宮城
県俳句協会賞

羽田絹枝（仙台市）

優秀賞 升川枝里（仙台市）、坂下遊馬（亘
理町）

佳作 昆野克惠（気仙沼市）・門間としゑ（大
崎市）・久道さ江子（利府町）、伊藤
一男・長瀬義一・蔦とく子・平塚孝子・
升川枝里・佐藤毬・加藤百合子（仙
台市）

川柳

最優秀賞 小野志保子（仙台市）
優秀賞・宮城
県川柳連盟賞

南かほる（白石市）

優秀賞 三浦幸司（利府町）・仁多見優子（仙
台市）

佳作 南雅子・大塚德子・大久保もとじ（仙
台市）

エッセー
最優秀賞 鹿目勘六（仙台市）
佳作 髙橋千賀子（栗原市）

ジュニアの部
ジャンル 賞　　名 氏　　　名

詩
優秀賞 阿部希乃風（長町中）
佳作 堀内夕太朗（南吉成小）

短歌

最優秀賞 大町優奈（名取二中）
優秀賞・宮城
県歌人協会賞

十代田柚衣（上野山小）

優秀賞 松本優人・若生楓花（長町中）
佳作 高木裕矢・髙橋さやか・小野翔琉・

加藤潤（名取二中）、鈴木奈波・伊
藤朝陽・富塚葵葉（東長町小）、あ
いはらさくや・さとうひかる・すず
きなゆ・守岡柚樹・三島あん（上野
山小）、すず木ゆり・佐藤結哉（太
白小）、岩沼陽希・土川真優子・岩
佐伶夏（長町中）

俳句

最優秀賞 佐伯到真（名取二中）
宮城県俳句協
会賞

渡邉香穂（長町中）

優秀賞 吉崎美優（長町中）・小沢郁夫（高
森中）

佳作 高橋出帆・星怜那・相澤秀哉・岩上
咲羽・佐藤貫太（名取二中）、稲村
玲子（白百合小）、白川楓香・中井
千華・川嶋大斗・阿部直樹（長町中）

川柳
最優秀賞 平見啓太（芦口小）
佳作 仁多見煌人（北仙台小）、宮崎日菜（名

取一中）、杉野紗南（角田小）
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こ
の
た
び
の
受
賞
は
全
く
思
い
が
け

ず
、
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
こ

の
三
十
余
年
の
事
、

こ
れ
で
良
か
っ
た

の
か
な
と
胸
が
一

杯
に
な
り
ま
し
た
。
良
き
師
に
出
会

え
，
そ
し
て
周
り
の
方
々
の
温
か
い
応

天笠慶子氏
美術（日本画）

　

県
芸
術
協
会
設
立
に
参
加
し
た
ベ
テ
ラ

ン
で
、
80
歳
を
超
え
た
現
在
も
行
動
美
術

展
、
新
現
美
術
展
な
ど
で
、
現
役
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
。
長
年
、
大
学
や
デ
ザ
イ

ン
ス
ク
ー
ル
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
で

教
育
を
行
っ
て
き
た
が
、
そ
の
指
導
に
は

厚
い
信
頼
が
あ
る
。

　

地
道
な
努
力
に
基
づ
く
、
基
礎
の
し
っ

か
り
し
た
堅
実
な
作
風
で
知
ら
れ
る
。
特

に
人
物
画
の
秀
作
が
多
く
、
東
日
本
大
震

災
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
僕
は
忘
れ
な
い
」

で
、
平
成
24
年
の
第
44
回
日
展
に
入
選
。

近
年
は
、
新
感
覚
の
花
鳥
画
で
も
注
目
を

集
め
て
い
る
。

　

日
展
の
ほ
か
、
讀
賣
書
法
展
、
篆
刻
連

盟
展
な
ど
に
意
欲
的
な
作
品
を
発
表
。
河

北
書
道
展
審
査
会
員
、
県
芸
術
協
会
書
道

部
運
営
委
員
な
ど
を
務
め
、
後
進
の
指
導

に
も
当
た
っ
て
い
る
。
平
成
28
年
度
は
、

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
個
展
を
開

催
。
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

　

平
成
28
年
度
の
宮
城
県
芸
術
選
奨
受
賞
者
が
決
ま
り
、
８

月
29
日
に
発
表
さ
れ
た
。今
回
の
受
賞
者
は
芸
術
選
奨
８
名
・

同
新
人
賞
２
名
。
当
協
会
の
会
員
で
は
美
術
（
日
本
画
）
の

天
笠
慶
子
、
美
術
（
洋
画
）
の
跡
部
髙
染
、
美
術
（
書
）
の

髙
野
芳
月
の
３
氏
で
、
表
彰
式
は
11
月
24
日
（
金
）
午
前
11

時
か
ら
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
で
行
わ
れ
る
。

道
半
ば
に
新
し
い
力

　

私
の
モ
チ
ー
フ
は
、
自
然
、
人
間

を
問
わ
ず
、
私
に
降
り
そ
そ
ぐ
事
柄

が
対
象
。
あ
る
時

は
怒
り
を
覚
え
、

恐
怖
を
感
じ
、
ま

た
そ
そ
と
し
た
人
の
心
に
喜
び
、
感

動
し
た
り
の
81
年
間
！
こ
れ
は
平
和

平
和
で
あ
る
が
故
の
事

　

こ
の
た
び
書
部
門
で
芸
術
選
奨
を

受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
身
に
余
る

光
栄
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
震
災

後
の
い
ろ
い
ろ
な

困
難
の
中
、
多
く
の
先
生
方
や
友

人
の
ご
指
導
と
励
ま
し
に
よ
っ
て
、

や
っ
と
山
を
乗
り
越
え
る
事
が
で
き

今
後
も
研
鑽
重
ね
た
い

　

第
54
回
宮
城
県
芸
術
祭
の
絵
画
展

お
よ
び
絵
画
展
公
募
の
部
の
受
賞
者

に
よ
る
作
品
展
が
、（
公
財
）
宮
城
県

文
化
振
興
財
団
と
の
共
催
で
12
月
15

日
（
金
）
か
ら
21
日
（
木
）
ま
で
、

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
五

階
展
示
室
で
開
催
さ
れ
る
。
当
協
会

会
員
21
名
と
公
募
の
部
の
受
賞
者
10

名
の
作
品
が
展
示
さ
れ
る
予
定
で
、

見
ご
た
え
の
あ
る
絵
画
展
と
な
る
。

　

多
く
の
方
々
に
観
て
も
ら
お
う
と
、

毎
年
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
時
期
に

開
催
し
て
い
る
。
入
場
は
無
料
。

　
（
公
財
）
宮
城
県
文
化
振
興
財
団
が

当
協
会
と
の
共
催
で
開
催
す
る
第
４

回
定
禅
寺
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

12
月
5
日
（
火
）
か
ら
12
日
（
火
）

ま
で
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル

宮
城
五
階
展
示
室
で
開
催
さ
れ
る
。

仙
台
青
葉
ま
つ
り
や
光
の
ペ
ー
ジ
ェ

ン
ト
な
ど
、
定
禅
寺
通
り
で
行
わ
れ

た
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
題
材
に
し
た

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
受
賞
作
品
展
。

　

応
募
は
10
月
20
日
に
締
め
切
ら
れ
、

当
協
会
写
真
部
会
員
が
審
査
に
当

た
っ
た
。
入
場
は
無
料
。

光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
合
わ
せ

絵
画
展
受
賞
者
作
品
展

定
禅
寺
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
展

今
年
も
12
月
に
開
催

跡部髙染氏
美術（洋画）

髙野芳月氏
美術（書）

援
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
と
心
か
ら
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
で
も
ま
だ
道
半

ば
、
も
う
少
し
頑

張
っ
て
み
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。
受

賞
は
少
々
く
た
び
れ
て
き
た
私
に
、
ま

た
新
し
い
力
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

で
あ
る
が
故
の
事
で
あ
る
。
長
野
の

「
無
言
館
」
に
集
成
さ
れ
て
い
る
作

品
の
画
学
生
達
の

20
代
で
戦
争
に
召

集
さ
れ
、
二
度
と

画
筆
を
握
る
事
の
出
来
な
か
っ
た
無

念
さ
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。　

今
後
も
受
賞
に
恥
じ
な
い
よ
う
研
鑽

を
重
ね
る
と
共

に
、
篆
刻
を
通
し

て
他
の
部
門
と
も

交
流
し
、
楽
し
さ
を
伝
え
ら
れ
た
ら

と
願
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
宮
城
県
芸
術
選
奨

天
笠
・
跡
部
・
髙
野
会
員
が
受
賞
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今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
者

が
、
長
崎
市
生
ま
れ
の
英
国
人
小
説

家
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
氏
に
決
ま
っ

た
。
名
前
の
漢
字
表
記
は
「
石
黒
一

雄
」。
両
親
と
も
日
本
人
だ
が
、
父

親
の
仕
事
の
関
係
で
、５
歳
で
渡
英
。

20
代
後
半
に
英
国
籍
を
取
得
し
た
▼

昨
年
の
受
賞
者
は「
風
に
吹
か
れ
て
」

な
ど
の
曲
で
知
ら
れ
る
米
国
の
シ
ン

ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
ボ
ブ
・

デ
ィ
ラ
ン
氏
で
、
異
色
の
受
賞
者
と

し
て
話
題
を
呼
ん
だ
。
イ
シ
グ
ロ
氏

も
生
い
立
ち
か
ら
す
る
と
、
や
や
異

色
と
も
言
え
る
が
、
ご
本
人
は
「
私

の
世
界
観
に
は
日
本
が
影
響
し
て
い

る
。
私
の
一
部
は
、
い
つ
も
日
本
人

と
思
っ
て
い
た
」
と
語
っ
て
い
る
と

い
う
▼
日
本
出
身
の
作
家
と
し
て
は

川
端
康
成
氏
、
大
江
健
三
郎
氏
に
次

い
で
23
年
目
ぶ
り
、３
人
目
の
受
賞
。

こ
こ
数
年
、
村
上
春
樹
氏
の
受
賞
が

期
待
さ
れ
て
き
た
が
、
思
わ
ぬ
ダ
ー

ク
ホ
ー
ス
の
登
場
だ
っ
た
と
も
言
え

る
▼
今
年
こ
そ
、
と
期
待
を
込
め
て

い
た
「
ハ
ル
キ
ス
ト
」
た
ち
の
落
胆

ぶ
り
は
察
し
が
つ
く
が
、
今
年
で
終

わ
り
、
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
取

り
あ
え
ず
、
期
待
は
来
年
に
持
ち
越

し
だ
。�

（
恂
）

事
務
局
日
誌

会 
務 
報 
告

【
第
２
回
理
事
会
】
８
月
４
日

○ 

新
入
会
員
（
正
会
員
）
の
承
認
に
つ

い
て

○
賛
助
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

後
　
　
　
援

☆
第
36
回
新
芸
術
東
北
展

９
月
８
日
～
13
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
山
形
栄
一
墨
彩
画
展

９
月
９
日
～
17
日

美
里
町
近
代
文
学
館

☆ 

チ
ル
コ
ロ
・
マ
ン
ド
リ
ニ
ス
テ
ィ
コ
・

フ
ロ
ー
ラ
第
52
回
定
期
演
奏
会

９
月
18
日

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆ 

（
公
社
）
日
本
舞
踊
協
会
宮
城
県
支

部
第
32
回
各
流
舞
踊
公
演

10
月
１
日

電
力
ホ
ー
ル

☆ 

河
北
新
報
創
刊
120
周
年
・
川
柳
宮
城

野
社
創
立
70
周
年
記
念
第
66
回
東
北

川
柳
大
会

10
月
１
日

仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー

☆
第
47
回
宮
城
書
芸
院
書
展
教
育
部
展

10
月
６
日
～
８
日

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
緒
絶
の
館

☆
第
37
回
「
日
本
の
調
べ
」
演
奏
会

10
月
７
日

仙
台
銀
行
ホ
ー
ル
イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

☆ 

そ
こ
の
け
そ
こ
の
け
古
溝
と
お
る
！

～
古
溝
徹
門
下
生
有
志
に
よ
る
ス
ペ

シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
～

10
月
７
日

宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
親
鸞　

大
い
な
る
み
手
に
抱
か
れ
て

10
月
７
日

桐
生
市
有
鄰
館

10
月
13
日

燕
喜
館

11
月
29
日

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館

12
月
２
日

シ
ア
タ
ー
代
官
山

☆
第
56
回
洗
心
書
道
展

10
月
12
日
～
15
日

宮
城
県
美
術
館

☆ 

き
ら
め
く
名
曲
を
あ
な
た
に
オ
ー
タ

ム
コ
ン
サ
ー
ト

10
月
13
日

宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
第
13
回
桃
源
書
展

10
月
20
日
～
23
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

第
17
回
日
本
歌
曲
と
朗
読
の
夕
べ

「
花
に
寄
せ
て
」

10
月
21
日

宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
歌
い
つ
が
れ
ゆ
く
日
本
の
歌

10
月
23
日

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆ 

第
30
回
み
や
ぎ
発
明
く
ふ
う
展
及
び
第

21
回
み
や
ぎ
未
来
の
科
学
の
夢
絵
画
展

10
月
24
日
～
28
日

東
北
電
力
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

☆
56
周
年
ひ
た
ち
女
声
コ
ー
ラ
ス
演
奏
会

11
月
２
日

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆ 

み
や
ぎ
コ
ー
ラ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
第
12

回
定
期
演
奏
会

11
月
４
日

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆
第
61
回
仙
台
三
曲
協
会
定
期
演
奏
会

11
月
５
日

ト
ー
ク
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
仙
台

☆
第
26
回
河
北
工
芸
展

11
月
８
日
～
13
日

T
FU

ギ
ャ
ラ
リ
ーM

ini�M
ori

☆ 

小
田
島
航
太
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
リ
サ
イ

タ
ル

11
月
10
日

宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
音
緒
の
会
箏
曲
地
歌
演
奏
会

11
月
11
日

宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
東
北
書
道
秀
抜
展

11
月
17
日
～
22
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
48
回
洋
舞
公
演

11
月
19
日

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

☆ 

第
41
回
一
般
社
団
法
人
二
科
会
写
真

部
東
北
地
区
公
募
展

11
月
21
日
～
26
日

福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
第
42
回
素
心
書
道
会
書
展

11
月
22
日
～
26
日

宮
城
県
美
術
館

☆ 

第
42
回
教
育
書
道
研
究
会
学
生
部
書

道
展

11
月
22
日
～
26
日

宮
城
県
美
術
館

☆
第
10
回
河
北
小
中
学
生
書
道
展

11
月
23
日
～
26
日

T
FU

ギ
ャ
ラ
リ
ーM

ini�M
ori

☆ 
混
声
合
唱
団
ク
ー
ル
・
リ
ュ
ミ
エ
ー

ル
第
51
回
定
期
演
奏
会�

11
月
25
日

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆ 

第
32
回
定
期
演
奏
会
（
公
益
財
団
法

人
都
山
流
尺
八
楽
会
宮
城
県
支
部
）�

11
月
26
日

ト
ー
ク
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル
仙
台

☆
第
25
回
宮
城
シ
ニ
ア
美
術
展�

11
月
30
日
～
12
月
３
日

宮
城
県
美
術
館

☆ 

歳
末
た
す
け
合
い
第
55
回
各
流
舞
踊

大
会�

12
月
３
日

電
力
ホ
ー
ル

☆
２
０
１
７
千
葉
蒼
玄
の
世
界

12
月
８
日
～
13
日

東
北
工
業
大
学
一
番
町
ロ
ビ
ー

☆ 

第
34
回
メ
サ
イ
ア
演
奏
会（
全
曲
演
奏
）�

12
月
９
日

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
第
１
回
新
日
春
展

▽
入
選
＝
安
藤
瑠
吏
子
、
及
川
尚
子
、

奥
山
和
子
、
桶
谷
光
代
、
髙
橋
美
紀
子

◇
第
64
回
河
北
書
道
展

▽
〈
第
一
部
漢
字
〉
委
嘱
作
家
特
別
賞

＝
熊
谷
鳳
苑
、
会
友
秀
逸
賞
＝
板
橋
翠

苑
、
河
北
賞
＝
末
永
瑞
鳳
、
東
北
電
力

賞
＝
後
藤
翠
蓮
▽
〈
第
二
部
か
な
〉
委

嘱
作
家
特
別
賞
＝
西
條
玉
静
、
河
北
会

友
賞
＝
石
井
雅
泉
▽
〈
第
三
部
墨
象
〉

委
嘱
作
家
特
別
賞
＝
千
葉
四
帆
、
宮
城

県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
＝
荒
川
空
華

▽
〈
第
四
部
近
代
詩
文
〉
委
嘱
作
家
特

別
賞
＝
末
永
香
雅
、
会
友
秀
逸
賞
＝
下

野
美
紀
▽
〈
第
五
部
少
字
〉
会
友
秀
逸

賞
＝
佐
藤
奎
山
、
河
北
賞
＝
尾
形
澄
神

▽
〈
第
六
部
篆
刻
・
刻
字
〉
委
嘱
作
家

特
別
賞
＝
遊
佐
聖
心
、
河
北
賞
＝
髙
野

舜
一
〈
第
七
部
一
行
書
〉
宮
城
県
教
育

委
員
会
教
育
長
賞
＝
永
澤
翠
雪
、
東
北

放
送
賞
＝
渡
辺
青
瑛

◇
第
102
回
二
科
展
（
絵
画
部
）

▽
会
友
賞
＝
石
川
由
巳
子
▽
特
選
＝
畑

中
良
二
▽
入
選
＝
伊
達
亮
子
、
玉
川
浩

嗣
、
佐
藤
慶
子
、
加
藤
元

受
　
贈
　
書
（　

）
は
寄
贈
者

『
歌
集�

川
原
歩
む
』（
新
沼
せ
つ
子
）、

『
渡
辺
雄
彦
画
集
』（
渡
辺
雄
彦
）

謹
　
弔

茶
道
部
（
武
者
小
路
千
家
）　

菊
澤
守
尚　

殿

8
月
18
日


